
，
喝
噂
塊
鴨
”
一
レ
顧
驕
馴
輔
鴎
』
4
規
｝
胃
■
喝
｛
横
尉
り
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ち
慧
ニ
コ
隔
7
亀
墨
護
吋
餐
冨
ヌ
旨
3
寄
ヨ
辱
3
監
亀
翫
．
睾
℃
3
2
蓼
薯
｝
協
＝
ま
総
諏
い
口
陽
監
顧
監
呂
星
＆
働
監
四
霞
レ
・
g
噂
墨
＝
・
題
9じ
，
謬
9
嬬
賦
…
＝
屡
昌
ー
＝
旨
レ
8
露
じ
濫
ぴ
蓄
臓
蓄
艦
弓
聖
霊
9
餐
9
膨
■
驚
』
董
瞬
雀
夢
匿
8
艦
置
騰
蓄
践
2
彫
虐
騒
§
置
匿
鳳
聖
昌
§
隅
睾
騨
9
5
竃
裏
B
竃
蓋
撃
雪
器
隔
暑
罷
ε
8
き
ー
き
霊
露
書
■
彦
轟
監
＝
働
O
置
呂
監
茎
巨
8
寓
＝
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
奮
雄
所
響

㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
新

THE　．MATUI）Ar盟新馳鱒鱒騨陰“鱒餉一㎞

舘
，

民公代・
松

．
第
三
回
臨
時
村
議
会

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
清
水
校
復
興
の
件
外
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苓
、
蛍
★

　
　
　
孟
地
稜
は
伊
澤
綾
ぜ
、
愛
專
、
な
ろ
か
〃

去
る
三
月
十
七
日
第
三
回
臨
時
村
議
会
は
本
村
役
場
鴛
招
集
さ
れ
左
の
日

程
に
よ
り
審
議
さ
れ
た

　
　
日
程
第
一
、
　
清
水
校
復
興
の
件

　
　
同
程
第
一
．
一
、
　
昭
二
四
年
本
村
歳
入
出
第
六
同
追
加
予
算

　
　
日
程
第
三
、
　
校
名
愛
更
の
件

先
す
」
日
程
第
一
に
つ
い
て
は
清
水
校
最
寄
秋
山
廣
吉
外
七
名
の
陳
情
並

に
富
沢
校
長
の
陳
謝
の
辞
み
っ
て
開
議
に
移
行
、
種
々
討
議
の
結
果
建
築

穂
経
費
二
百
万
潤
と
決
是
、
建
築
は
五
間
～
二
十
一
間
（
外
に
屋
内
蓮
動
・

場
）
と
し
旧
に
復
す
る
こ
と
＞
な
り
地
元
の
協
力
を
得
て
請
負
と
す
る
こ

と
に
決
し
請
負
契
約
そ
の
他
K
つ
い
て
は
内
定
し
た
が
当
局
に
於
て
は
正

式
手
績
等
を
急
い
で
い
る
。

日
程
第
二
に
つ
い
て
は
二
十
二
万
五
干
三
百
三
十
円
の
追
加
予
算
を
議
決

，
し
、
本
予
鋤
を
以
て
一
千
七
百
余
万
と
な
っ
て
い
る
。

日
程
第
三
に
づ
い
て
は
地
元
民
並
に
孟
地
校
P
T
A
の
要
望
臆
よ
り
孟
・

地
稜
を
伊
沢
校
と
愛
更
の
旨
審
議
し
本
会
に
於
て
は
伊
沢
校
と
改
名
す
る

こ
と
に
可
決
し
、
目
下
そ
の
筋
へ
申
請
中
で
あ
っ
て
許
可
あ
り
次
第
正
式

に
伊
沢
校
に
改
名
す
る
こ
と
、
な
ろ
う

智
，
監
騙
g
島
器
旨
考
3
彫
馨
匿
零
躍
8
ミ
岩
』
，
馨
置
■
．
3
置
富
置
＝
亀
ヒ
5
葦
■
蓼
琶
－
窃
・
茎
”
監
呂
題
む
書
■
事
¶
繭
蓄
昌
3
＝
；
ミ
淫
旨
℃
8
醤
、
…
．
召
鶴
静
器
o
昌
3
暑
留
塁
腸
”
監
o
B
冨
・
書
■
輪
轟
髄
器
婁
＝
讐
3
』
2
0
8
3
顎
鴨
6
讐
署
璽
2
藍
昌
■
墓
嚇
轟
』
買
．
＝
毒
響
＝
＝
こ
＝
置
亀
置
昌
＝
鴫
＝
g
畠
呂
器
累
島

囹
時
蝦
克
服
に
総
力
を
罫

　
　
現
實
の
村
情
勢
に
眞
摯
た
れ
一

　
　
　
最
大
の
遺
産
は
入
物
で
あ
る
！

今
回
溝
水
校
火
羨
に
つ
き
ま
し
て
は
雪
中
御
駈
付
下
さ
じ
ま
し
て
有
難
シ

御
座
い
ま
し
牝
。
李
素
火
災
予
防
に
つ
い
て
御
協
力
を
御
願
い
致
し
て
居

り
ま
し
た
に
拘
わ
ら
す
、
斯
、
る
大
災
害
を
刷
き
起
し
ま
し
た
こ
と
は
管
・

理
者
と
し
て
誠
に
相
濟
ま
ぬ
次
第
で
其
責
任
の
重
大
な
る
を
痛
戚
致
し
て

お
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

私
が
就
任
い
た
し
ま
す
や
六
三
制
敏
育
制
度
が
布
か
れ
中
学
が
義
務
教
育

に
な
ρ
ま
し
た
の
で
当
時
物
資
の
欠
乏
、
．
勢
力
の
枯
潟
」
イ
シ
フ
諺
の
激

化
等
あ
ら
ゆ
る
悪
條
件
φ
下
湘
清
水
校
は
稜
舎
の
一
部
改
築
と
運
動
場
の

新
築
を
完
了
し
以
て
中
学
生
を
牧
容
し
未
だ
日
も
浅
い
の
で
御
座
い
ま
す

、
。
然
る
に
一
朝
に
し
て
此
一
大
建
築
を
烏
有
に
、
蹄
し
た
こ
と
は
何
と
い
っ

て
も
逡
憾
の
極
み
で
今
后
か
Y
る
重
大
な
過
失
を
來
た
さ
の
よ
う
關
係
者

　
一
同
相
傘
い
て
自
粛
自
戒
、
眞
に
村
民
の
公
僕
と
し
て
責
務
を
完
う
し
た

い
と
念
願
し
て
居
り
ま
す
。
本
村
は
中
学
校
舎
の
完
成
と
、
も
に
高
等
単

校
を
誘
致
し
中
学
稜
舎
の
一
部
を
借
り
て
発
足
致
し
ま
し
た
が
勤
勢
し
な

が
ら
勉
学
す
る
と
い
う
現
今
の
数
育
の
在
り
方
を
理
解
さ
れ
た
学
徒
の
志

望
者
は
日
営
同
と
増
加
し
來
年
度
入
学
志
望
者
も
百
名
を
突
破
す
る
盛
況

で
御
座
い
ま
す
。
然
し
な
が
む
高
等
学
校
も
整
理
の
時
欺
に
遭
遇
し
あ
番

も
の
ば
縣
移
管
に
在
る
も
の
は
慶
止
の
蓮
命
に
立
ち
至
る
こ
と
に
な
り
、

校
舎
を
持
た
ぬ
松
代
村
も
亦
存
慶
の
岐
路
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
当
局
と
し
て
は
次
第
の
村
民
に
残
，
す
最
大
の
遺
産
は
『
人
物
』
で
あ
る

こ
と
に
思
い
を
致
し
、
万
難
を
排
し
て
高
等
学
校
々
舎
の
新
築
の
案
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

め
て
い
る
矢
先
突
如
今
同
の
災
害
に
遭
い
ま
し
た
。

清
水
校
の
復
旧
は
も
と
よ
り
一
日
の
急
を
孚
う
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
高

等
学
校
問
題
も
時
期
を
誤
れ
ぱ
膀
を
噛
む
の
悔
を
残
す
こ
と
は
当
然
で
あ

り
ま
し
て
、
．
こ
れ
を
や
が
て
は
薩
面
す
る
農
村
の
経
濟
歌
態
と
併
せ
考
う

F
8
時
、
梢
々
遡
す
れ
ば
進
む
方
阿
を
見
失
わ
ん
と
さ
え
い
た
し
ま
す
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

、
然
し
冷
禰
に
現
実
を
流
覗
す
る
時
、
こ
の
災
害
は
天
が
村
民
に
與
え
た
大

き
な
試
錬
、
然
し
て
村
艮
は
鍋
を
轄
じ
て
幸
編
に
す
惹
以
外
に
方
途
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
け
ロ
ヨ
ロ
ゆ
　
　
ロ
じ
コ
ロ
ゆ
ロ
じ
じ
じ
　
り
の
の
け
ヨ
ヤ
ソ
リ
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
ド

り
ま
せ
ん
。
願
く
は
村
昆
各
位
、
緊
揮
一
番
こ
の
苦
難
を
乗
り
切
る
こ
㌧

に
最
善
を
藍
く
し
で
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

戴
に
村
民
各
位
に
対
し
衷
心
遺
憾
の
意
を
表
し
て
お
詑
び
申
上
ぐ
悉
と
共

忙
更
に
更
に
一
段
の
御
協
力
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
二
十
五
年
三
月
二
日
　
　
　
　
’
　
　
松
　
代
　
村
　
長

オ
ぐ
く
ミ
セ
く
ノ
　
ヤ
も
　
き
タ
と
き
ン
ラ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
し
き
タ
　
　
　
　
　
コ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

．
挙
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
の
－

　
　
　
成
分
、
施
用
、
貯
藏
法
ぶ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
，

　
最
近
肥
料
事
情
の
好
韓
に
作
つ
て
窒

　
素
質
肥
料
が
，
非
常
に
檜
郷
し
で
き
た

　
の
で
場
合
に
よ
◇
て
は
石
灰
鷹
素
又

　
て
は
硫
安
の
み
を
希
望
し
硝
安
を
非

　
常
に
き
ら
つ
て
居
る
よ
ケ
に
聞
い
て
ト

　
居
り
ま
す
が
ま
だ
鷹
料
は
十
分
と
な
－

　
つ
て
層
ら
す
施
用
法
如
何
に
よ
つ
て

　
は
畑
作
に
対
レ
て
は
非
常
に
硲
蕨
は

　
有
効
で
あ
り
鷺
國
で
多
額
の
助
虚
金

　
を
出
し
て
楡
入
七
て
農
家
に
剛
給
し

　
’
て
居
る
肥
料
で
あ
る
か
ち
更
に
禰
安

　
の
特
性
を
知
り
増
産
願
い
た
い
と
存
』

　
じ
ま
す
の
で
左
に
一
例
を
あ
げ
て
奮

　
考
に
資
し
て
い
た
ず
き
た
い
。

　
■
憂
伽
鮒
酸
ア
ン
毎
ニ
ア

　
一
、
成
■
分

　
　
禰
安
は
一
袋
一
〇
〇
封
度
（
一
二

　
貰
目
）
の
二
重
紙
袋
包
装
で
通
常
窒

　
素
含
有
傘
三
二
．
％
と
し
て
配
給
さ
れ

　
て
居
り
ま
す
、
窒
素
含
有
傘
三
二
％

　
の
内
一
六
％
は
ア
シ
モ
ニ
ア
態
窒
素

　
で
他
の
一
六
％
は
硝
酸
態
窒
素
で
あ
，

　
り
ま
す
。
此
の
硝
酸
態
窒
素
が
含
ま

　
れ
て
い
る
た
め
從
来
の
窒
素
質
肥
料

き
と
の
取
扱
方
が
違
ふ
わ
け
で
す
9

　
二
、
施
用
法

　
　
水
に
溶
け
や
す
く
甚
だ
速
効
性
で

　
あ
り
ま
す
が
土
壊
に
吸
牧
さ
耽
難
く

流
出
し
易
い
た
め
雨
期
の
施
用
及

元
肥
に
は
適
当
で
あ
り
ま
せ
（
。

次
に
啓
稻
の
肥
料
と
し
て
は
な
る

べ
く
用
い
喀
い
方
が
良
い
の
で
す

が
、
も
力
施
用
す
る
瘍
合
に
鳳
少

捷
（
五
〇
⇔
匁
）
程
度
づ
つ
分
施
し

追
肥
と
し
て
用
い
る
の
が
宜
し
い

。
、
こ
の
場
合
は
浅
水
と
な
し
或
は
、

排
水
し
て
旋
用
し
ま
す
、

　
一
般
に
畑
作
物
に
は
非
常
に
適
し

一
鍵
誘
購
耀
ポ
蟷
器

し
ろ
硫
安
よ
り
有
効
で
す
が
敷
回

に
分
施
す
石
こ
と
が
大
切
で
す
ゆ

鱗
吻
㌍
鵜
罎
號
簸

上
に
効
果
が
あ
り
ま
す
、
施
用
量
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

は
大
体
硫
安
の
牛
量
位
を
土
又
爆

水
で
五
1
六
倍
に
薄
め
て
用
い
ま
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

す
が
直
接
植
物
の
輩
、
葉
に
ふ
滋

耀
徽
黎
暫
施
さ
な
い
㎜

。
濃

、
講
黛
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1

蕪
稼
無
套
ら
し
く
智
薙
、
簿
韓
雑
欝
麓
群
阻
燥
鰐
繕
懸
嘩
参
考
に
し
て
講
娠
蕪
蕪
藤
勧
帥
㎜
㎝

つ
て
く
る
・
彼
岸
と
云
う
の
瞬
の
巻
っ
奄
墾
法
に
は
古
町
の
山
、
量
口
奉
衷
苗
代
等
は
当
地
方
に
は
磐
適
し
芽
混
猿
楯
超
な
る
と
急
に
多
毒
藻
に
呆
奎
蕎
貌
蒔
隼
る
が
、
こ
認

は
太
陽
が
地
球
の
赤
道
直
上
に
な
る
春
分
氏
の
研
究
が
あ
る
が
勢
力
の
点
で
多
少
難
法
で
あ
る
。
温
床
の
設
備
も
初
め
ら
れ
る
り
更
に
流
月
に
は
八
月
に
次
い
で
一
年
中
な
日
は
夜
間
に
は
氣
温
が
甚
だ
し
く
降
り
、
降
霜
も
｝

を
中
心
に
蓮
蟹
至
　
　
蓄
る
の
で
葉
の
窪
雲
い
患
う
『
八
＋
八
夜
』
の
劉
攣
云
わ
れ
る
響
の
髭
ゼ
乞
。
峯
饗
泉
2
脅
、
曉
の
夢
を
破
ら
れ
る
よ
－
な
H
も
あ
る
．
㎜

磐
て
ぐ
る
．
上
越
地
方
の
霧
韓
は
は
水
稻
雛
孝
る
が
轟
も
櫨
も
適
、
。
之
よ
り
あ
ま
り
違
．
で
い
な
い
．
傑
で
編
の
う
ち
．
堰
も
鑑
な
委
即
と
惰
盛
簾
が
嚢
す
る
と
そ
の
後
に
讃
い
て
畑
弔
“
．
．
臨
『
｝



聞

　
　
配
給
清
費
一
年
．
九
〇
〇
万
円

　
本
村
で
一
ケ
年
に
配
給
清
費
さ
れ
る
主
食
は
別
表
の
廼
り
で
あ

　
か
ま
す
　
二
十
三
部
落
で
全
々
配
給
の
不
要
な
部
落
は
池
の
畑

　
一
部
落
で
す
配
給
量
の
一
番
多
い
の
は
松
代
で
犬
伏
、
蓬
奉
、

　
清
水
が
之
に
つ
図
い
て
居
り
ま
す
。

　
一
昨
年
ま
で
は
こ
れ
以
上
の
配
給
量
で
し
た
が
昨
年
七
月
一
日

　
よ
り
人
口
囁
分
調
査
で
受
配
対
象
者
（
不
完
然
農
家
）
は
相
当
に

　
窮
屈
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
よ
り
不
完
全
農
家

　
は
保
有
量
の
三
、
五
合
引
上
等
で
僅
少
と
は
言
へ
多
少
樂
に
な
，

　
づ
た
と
思
い
ま
す
併
し
只
今
の
主
食
の
配
給
一
ケ
年
の
金
額
ざ

　
つ
と
九
〇
〇
万
円
と
は
皆
さ
ん
の
驚
く
こ
と
で
し
よ
う

　
兵
今
の
ぽ
つ
く
配
給
辞
退
等
で
こ
の
一
割
位
は
下
廻
り
に
な

　
る
か
も
剣
り
ま
せ
ん
p
　
　
、
（
配
給
主
．
任
記
）

噺
』
…
，

曲

新
・

舘民

■
．
瀞
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昭
和
二
十
四
米
穀
年
度
主
要
食
糧
配
給
各
字
別
明
細
書

　
一
一
●
織
者
　
　
　
　
・
ネ
完
全
農
家

p
宇
　
名

松
　
代

、
小
荒
戸

太
㌧
李

菅
　
刈

田
　
沢

小
屋
九

池
之
畑

世
帯

西
八

　
二

　
一

　
二

　
五

　
一

韮
秘
講

西
　
三
、
七
七

一
、
　
九
三

二
　
ぢ
、
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四

美
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、
七
二
．
』

一
　
　
九
三

12，．　　
・
・
松
代 公

・”馳髄一倉㈲麟鵬・翻馳冒ロ鱒唄”的69●脚㈲噌”鱒噛欄闇ゆ㈲酬励・鱒噂鱒闘馳・繭幽■囎“岡鱒醐麓”■鷲■脚閣幽■鱒■，　　．

　　　ロ合荒苧中瀧片孟犬海東蓬桐清会池：干下池
　・　．一　　桐　　、　　　　　　　　　之
計瀬島子沢山地伏老山奉山水沢尻’年山畑
ニ3望」　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　一　　　軸一

Q三四．　一　四〇四　二四〇ム五五蝋
モプし　　　　　ロ　　　　　　
1癸．，両　個　芙乗四、、翌四宍晃署天三

　
二
、
七
三
七

コ
ハ
、
四
二
貫

、
三
、
五
三

一
七
、
三
毫

西
、
六
9

　
馬
山
盒
O

発
、
〇
五

　
鴨
四
詣

＝
餐
四
蓋

薗
、
き
。

三
2
盆
O

三
君
七
ゴ

四
、
美
二

八
九
八
、
八
晃

世
帯

四
四λ

　
六＝．

七

　
三

二人
茗員美二

八晃四
七

二
三

o　　　　　 二，一　’一　二　　騨喝
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九六四九八〇七四〇五〇九三四三一六

必
要
量

　
ホ

霊
三
、
四
ム

ニ
鴨
9

　
七
、
豊

二
五
、
二
八
ノ

ニ
八
、
昊
二

　
九
、
囹
七

西主三，七6菱，幕・

　　　　　九人
茜豊吉免吉署員合

　
五
、
益
ノ

　
　
　
　
六

　
　
　
　
晃

四
九
、
七
炎

＝
、
七
九
二

　
　
　
　
6

一
覧
七
三
八

　
　
　
　
一
七

果
、
二
吾

　
　
　
　
三
一

芙
、
究
八
＝

三
パ
、
三
七
パ
　
ニ
四

　
　
　
ら

　
君
交
　
一

二
、
豊
大
天

入
O
、
八
五
嵩
　
五
〇

輩
無
靴
，

垂
喜
ハ

．
五
、
室
五
…
三

二
・
霊
一
一

・
一
、
三
八
九
・
　
四

　
　
　
』

六
一
〇
、
二
九
八
四
五
九

一
完

一
〇
九

五
。童

三
九登

三
三

　
五灸

毛
二

一　六　一　四　二二　三
・』一　ノ、　　九　　二　　《こ）　三

識
宝

　
　
計

必
要
量

　
お

七
三
七
、
一
＝

昊
、
兜

　
七
、
九
五
一

蓋
、
三
暑

五
二
、
O
八

δ
』
八

囹
昭
和
二
五
年
産
米
（
雑
馨
）

　
　
　
事
前
割
當
量
各
字
別
次
議
さ
る

松
代
村
農
業
調
整
委
員
会
は
昭
和
二
五
年
度
産
米
（
含

雑
穀
）
の
各
字
別
事
前
割
当
量
決
定
の
九
め
三
月
二
十

五
日
本
村
役
場
で
開
会
長
時
間
に
百
万
愼
軍
審
議
さ
れ

．
た
そ
の
各
字
別
藪
字
左
表
の
通
り
で
あ
る

』
八
£
査

六
六
、
晃
豊

二
七
、
三
〇
．

三
五
、
O
詣

豊
え
吾

充
、
九
四
八
・

蓋
、
四
、
曽
酒

　
諺
交

・
一
霊
、
8
一

充
～
、
弐
ハ

孟
b
七
昊

六
、
老
八

署
£
8

五
、
六
言

三
五
b
O
豊

鴨
九
垂

竃
究
、
一
〇
七

字
　
名

松
代
上
町

〃
　
中
町

〃
　
下
町

小
荒
戸

太
　
　
李

菅
　
，
刈

田
　
　
沢

．
小
屋
九

池
之
畑

清，会池千下桐
山
（
菊
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桐
山
（
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八

　
二

　
二

三
四

一
六

一
二

七
四

ω
昨
年
の
割
当
面
積
に
各
字
毎
の
減
反
及
壇
面
積
を

　
勘
案
し
て
基
礎
瀬
積
と
し
た

㈲
右
に
よ
り
反
収
を
縣
の
割
当
反
収
一
、
三
％
ま
で

　
各
字
毎
に
引
上
げ
て
、
生
産
量
と
し
夫
々
の
保
有
量

を
差
引
い
た
上
事
前
供
出
割
当
量
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
雪
盟
置
8
購
●
9
の
馳
噛
■
願
●
■
●
■
璽
福
己
●
0
●
璽
翌
嚢
■
嘩
■
璽
■
コ
■
冨
蚤
口
■
0
働
薗
9
●
墜
望
【
，
■
○
●
2
鴎
9
”
盟
■
◎
璽
盟
嗣
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
董
■
■
◎
塵
霊
畳
冒
置
逼
冒
億

・
術
事
前
割
当
に
次
い
で
左
の
通
り
の
指
示
が

あ
つ
た

、
○
昭
和
二
十
五
年
産
芋
類
の
政
府
の
買
上
げ

　
に
つ
い
て
、

右
に
つ
い
て
越
追
つ
て
知
事
よ
り
郡
別
買
入

予
定
数
量
を
町
村
毎
に
指
示
、
一
等
及
二
等

の
晶
種
に
よ
り
買
入
希
望
数
量
を
考
慮
し
て

之
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
買
入
予
定
敷
量
の
指
示
に
つ
い
て
、

・
貴
入
予
定
歎
量
は
四
月
末
日
ま
で
に
生
産
者

に
指
示
を
完
了
す
る
も
の
と
し
生
産
者
に
対

，
す
る
指
示
は
原
則
と
し
て
そ
の
攣
更
を
認
め

な
い
こ
と
、
す
る

O
買
入
債
格
に
つ
い
て
、
』

芋
類
の
政
府
買
入
債
格
は
米
麦
の
政
府
買
入

便
格
及
芋
類
の
需
給
事
情
を
参
酌
し
て
算
出

す
る
も
の
と
し
甘
藷
に
q
い
て
は
こ
れ
を
基

礎
と
し
て
次
期
的
格
差
を
設
け
る

○
芋
類
の
早
期
奨
働
金
及
超
過
供
出
の
奨
働
・

金
制
度
は
慶
止
す
る
　
　
　
　
以
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
調
係

　
ム
x
了

臼
第
一
面
春
の
氣
象
手
帖
つ
ダ
き

　
低
氣
歴
又
は
氣
歴
の
谷
が
進
ん
で
來
る
が
、

…
三
，
…
嶋
置
4
ヨ
ヨ
鱒
2
…
ヨ
3
3
畢
2
塁
臨
零
葦
3
．
2
。
垂
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垂
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妻
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畠
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喚
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働
・
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※
松
代
村
農
地
委
員
会
取
扱
に
係
は
る
買

　
　
　
牧
費
渡
農
地
に
つ
い
て
御
知
ら
せ
．
”

★
一
ニ
ケ
年
に
亘
る
買
収
喪
渡
農
地
に
つ
い
て

了
毯
肇
慰
於
薩
秋
暴
醤
呈

完
壌
．
．
蘂
行
藷
霧
に
專
念
劣
姦
し

　
へ
た
結
果
一
部
の
交
換
等
の
復
雑
し
た
も
の

の
犠簸

睦
継
顎
鰻
灘
鑓
砺
輩
‘

言
し
た
。

L
也
　
　
－

圭
・
皆
様
が
お
待
ち
か
ね
φ
登
記
濟
の
構
利
証

農
・

　
　
を
お
渡
し
す
る
こ
と
も
残
務
整
理
の
關
係

渡埼自農法に依る賢

シ
ペ
リ
ァ
大
陸
の
高
氣
歴
の
勢
力
が
強
い
揚

合
に
こ
の
谷
獄
優
勢
な
寒
冷
前
線
と
な
る
。

寒
冷
前
線
と
は
温
暖
な
室
氣
の
下
に
寒
冷
な

室
氣
が
勢
よ
く
流
れ
込
ん
で
末
て
、
前
者
は
，

そ
の
た
め
に
強
制
的
に
上
昇
せ
し
め
ら
れ
る

匪
域
で
、
室
間
で
は
通
常
北
東
か
ら
南
西
に

長
い
傾
斜
面
を
な
し
て
い
る
。

上
昇
せ
℃
め
ら
れ
た
室
氣
は
を
の
た
め
に
冷

却
し
、
保
有
し
て
い
た
水
蒸
氣
の
急
速
な
凝

結
の
た
め
」
に
わ
か
雨
と
な
っ
た
り
、

強
風
の
み
に
な
っ
て
み
た
り
、

時
に
は
青
室
を
現
わ
し
て
み
た
り
、
、
不
安
定

な
様
相
を
示
す
。

寒
冷
前
線
の
場
合
の
天
氣
図
は
第
二
図
の
よ

う
に
な
る
。
之
が
東
進
し
た
後
は
．
一
日
位
割

合
冷
涼
な
曇
天
と
な
る
が
、
間
も
な
K
次
の

移
動
性
高
氣
歴
の
範
囲
内
に
入
り
、
天
氣
が

　
璽
垂
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3
口
＝
置
一
璽
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葦
●

で
多
少
逞
れ
ま
す
が
四
月
二
十
日
頃
ま
で

に
は
皆
様
の
お
手
許
に
差
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
か
ら
御
丁
承
を
得
た
い
と
思
ふ
や

荷
登
記
未
濟
の
分
も
着
々
整
理
中
で
あ
り

ま
す
か
ら
近
く
全
部
終
り
ま
す

【
松
代
村
農
地
委
員
長
】

審
，懇．

　　　．篤

　　．．薬

　レゆ
・禦　　罵

向
は
ラ
ジ
オ
で
氣
象
概
況
と
し
て
放
逡
し
て

い
る
か
ら
そ
れ
に
よ
づ
て
知
る
と
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か

禾
の
休
眠
期
に
限
る
の
で
、
芽
を
出
し
た
り

ら
な
い
。
　
　
．
　
　
　
　
角
萬
羽
記
》
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ロ
な
　
ド
　
　
ト
ず

良
く
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
氣
塵
配
置
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

椎
茸
栽
培
の
た
め
原
木
を
伐
り
出
す
の
は
樹
磨

、
葉
萸
－
、
つ
嘉
液
籔
に
入
㎜
．

れ
ば
原
木
と
し
て
ば
面
白
ぐ
な
い
か
ら
、
　
・
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
ド

今
伐
り
た
い
人
は
急
い
で
切
ら
な
け
れ
ば
な
鱒
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
9
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
8
　
　
　
・

◎
公
民
舘
新
聞
名
目
攣
夏
の
声
〃

公
民
館
新
聞
名
を
攣
更
し
て
は
ど
シ
か
と
云

ふ
声
が
起
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
批
到
に

う
つ
た
へ
て
最
も
相
応
し
い
名
目
起
致
し
た

い
と
思
い
ま
す

ど
な
た
も
遠
慮
な
く
応
募
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
【
公
民
館
編
輯
係
】
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…
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匿
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「
齢
響
家
畜
も
の
が
夫
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
島
　
　
茂

…響

　
　
　
　
⇔
産
み
の
悩
・
み

　
陽
春
三
月
既
に
彼
岸
と
は
云
ひ
居
が
ら
此

　
処
上
越
砂
山
村
は
未
だ
歎
尺
の
雪
に
鎖
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
れ
、
れ
い
明
の
室
氣
は
肌
に
し
み
て
正
に

　
シ
ペ
リ
ャ
の
寒
さ
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
あ

　
・
る
o

　
昨
日
生
れ
た
ぱ
か
鉱
の
仔
牛
が
病
氣
と
⑳

　
電
話
に
私
は
今
往
診
鞄
を
背
負
っ
て
明
け

　
方
の
静
か
な
而
も
氷
つ
い
た
雪
道
を
牟
ば

　
よ
み
め
蓄
な
が
ら
急
い
で
ゐ
る
。
、

　
漸
く
患
畜
の
家
に
つ
い
て
氷
つ
い
た
檬
な

　
は
き
物
を
と
り
煙
草
に
火
を
点
じ
な
が
ら

　
先
づ
畜
主
か
ら
様
子
を
聴
取
す
る
。

　
預
定
日
を
指
折
り
数
へ
て
待
つ
て
ゐ
る
と

　
果
し
て
昨
日
の
書
す
ぎ
に
な
っ
て
産
氣
付

　
き
、
お
産
は
割
合
か
る
く
濟
み
間
も
な
く
一

　
雌
牛
を
生
み
落
し
先
づ
｝
安
心
と
喜
ん
で

　
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
生
れ
た
仔
牛
は
元
氣
が

　
な
く
母
牛
の
情
を
つ
く
し
て
の
愛
撫
に
も

　
た
y
体
を
ぶ
る
く
振
は
せ
る
だ
け
で
立

　
つ
氣
力
さ
へ
も
な
く
幾
ら
時
間
を
纏
過
し

　
て
も
末
だ
哺
乳
も
出
来
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ

　
る
、
そ
こ
．
で
診
察
に
と
つ
か
、
る
、
畜
主

「

拶望．齢
．
、

か
ら
新
し
い
藁
ぐ
つ
を
か
り
て
厩
に
入
る

先
づ
驚
い
た
の
は
厩
舎
の
滋
氣
が
乾
い
た

臼
藁
ぐ
つ
を
通
し
て
私
の
足
に
傳
は
り
一
度

、
踏
入
れ
た
だ
け
で
泥
田
ド
足
を
つ
込
ん
だ

威
が
す
る
、
さ
も
深
か
そ
う
に
見
え
る
厩

も
寝
藁
と
い
ふ
よ
か
厩
肥
の
堆
積
で
そ
の

高
さ
は
正
に
馬
栓
棒
に
達
し
仔
牛
も
轄
げ

落
ち
そ
う
な
有
穣
で
あ
る
、
そ
の
上
厩
の

回
り
は
戸
と
土
台
の
す
き
間
か
ら
遠
慮
な

し
に
冷
へ
切
っ
た
塞
氣
が
流
入
す
る
。

足
を
堆
肥
の
中
に
突
込
み
ア
ン
モ
ニ
ァ
の

ガ
ス
を
呼
吸
し
な
が
ら
聴
診
器
を
取
り
だ

し
て
診
察
を
濟
ま
せ
る
。
・

別
断
大
し
た
病
氣
で
も
な
い
が
輕
い
風
邪

で
あ
る
と
診
断
を
下
す
。

仔
牛
に
は
先
づ
ビ
タ
カ
ン
フ
ァ
ー
の
注
射

を
行
ひ
綿
入
れ
を
着
せ
厩
舎
の
周
園
の
す

き
間
に
は
悉
く
藁
と
莚
で
風
を
ふ
ぜ
ぎ
、

そ
し
て
母
牛
の
張
り
き
つ
た
乳
房
か
ら
乳

を
搾
り
と
り
人
工
哺
乳
を
す
る
中
に
心
配

し
て
い
存
牛
嘉
ん
ぐ
と
元
氣
叢

り
も
ど
し
て
く
れ
た
。

　
一
通
り
手
当
を
終
つ
て
か
ら
畜
主
に
な
ぜ
・
に
し
て
を
く
、
強
い
陣
痛
が
あ
り
出
む
た
ぢ

お
産
の
前
に
厩
肥
を
と
り
出
し
て
新
し
い
　
普
通
三
〇
～
四
〇
分
以
内
じ
は
分
娩
す
る
奢

寝
藁
で
も
入
れ
て
や
っ
て
く
れ
な
い
の
か
　
で
あ
る
。

と
尋
ね
る
と
厩
肥
を
澤
山
つ
め
込
ん
で
置
　
普
通
分
娩
の
膓
合
は
何
等
人
手
を
借
さ
奪
し

け
ば
は
う
こ
う
熱
と
蒸
氣
で
却
っ
て
あ
た
　
で
も
牛
自
身
で
生
落
す
し
仔
を
な
め
て
体
を

　
、
か
く
な
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
答
ぺ
る
　
乾
し
て
く
れ
る
、
こ
の
時
更
に
乾
い
た
布
等

そ
こ
で
私
は
風
呂
桶
の
蓋
を
と
つ
て
を
げ
　
で
ふ
き
と
っ
て
や
れ
ば
三
〇
分
壱
す
れ
ば
仔

　
　
　
　
ノ

ば
蒸
氣
が
澤
山
昇
つ
て
あ
た
当
か
そ
う
だ
　
牛
は
起
き
上
っ
で
乳
を
の
む
様
に
な
る
、
又

か
ら
そ
の
上
に
寝
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
　
乳
を
呑
ま
な
い
か
或
い
は
親
が
呑
ま
せ
な
い

卑
近
な
例
を
と
っ
て
読
明
せ
ざ
る
を
得
な
様
な
時
に
は
仔
牛
を
抱
い
て
乳
房
に
近
づ
け

か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
牛
の
後
肢
で
仔
牛
を
ケ
ら
な
い
様
に
氣
を

お
ん
度
、
乾
そ
う
、
湿
氣
換
氣
等
と
色
々
　
配
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

考
へ
て
み
た
く
な
る
、
さ
て
姓
娠
期
間
中
分
娩
後
母
牛
は
後
産
を
出
す
が
こ
れ
は
普
通

，
は
胎
見
の
発
育
歌
態
は
最
初
獄
き
わ
め
て
’
取
り
除
い
て
埋
め
て
し
ま
う
、
こ
れ
を
牛
に

徐
々
で
あ
る
が
末
期
に
な
る
と
急
に
大
き
・
喰
せ
な
い
方
が
よ
い
等
と
い
う
人
遇
い
る
が

く
な
る
、
從
つ
て
姓
娠
の
中
期
ま
で
は
牛
　
そ
れ
は
科
学
的
に
は
何
ら
根
擦
が
な
く
そ
の

は
普
及
の
使
役
位
は
差
つ
か
へ
な
い
が
、
　
儘
放
置
し
て
を
け
ぱ
却
つ
て
病
源
菌
の
阻
い
，

・
末
期
に
は
榮
養
分
を
充
分
補
給
し
過
重
な
　
た
も
の
を
喰
ふ
恐
れ
も
あ
る
か
ら
早
く
取
り

・
榮
働
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
除
い
た
方
が
安
全
で
あ
る
。
又
後
産
は
全
部

其
の
後
腹
部
は
次
第
に
膨
大
し
て
垂
れ
下
　
で
た
か
ど
う
か
を
見
届
け
る
こ
と
が
肝
腎
で

・
り
胎
動
が
横
腹
に
分
る
様
に
な
る
、
，
こ
の
　
一
部
が
残
っ
て
ゐ
て
色
々
な
生
殖
器
の
病
氣
、

頃
に
乳
を
搾
る
と
胎
乳
が
手
に
つ
く
、
分
　
を
起
す
こ
と
も
あ
る
。

娩
が
近
づ
く
と
陰
部
が
著
し
く
膨
れ
て
弛
分
娩
後
は
喉
が
か
わ
く
か
ら
湯
等
を
充
分
呑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
て
や
る
と
よ
い
。

緩
す
る
、
お
産
が
近
づ
い
た
ち
寝
藁
を
と

り
か
え
て
厩
は
暖
く
し
て
や
る
こ
と
だ
、
　
斯
う
し
て
待
て
ば
お
産
も
安
す
る
よ
り
産
み

陣
痛
が
始
れ
ば
更
に
敷
藁
を
多
く
入
れ
厩
、
易
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
以
上

　
の
近
く
に
余
り
行
か
な
い
様
に
し
て
静
か
，

　
　
　
随
想
、
　
市
川
牧
人

　
　
　
「
愛
の
歌
」

　
芭
蕉
の
句
の
様
に
勝
れ
た
も
の
も
あ
る
が

　
中
に
は
随
分
悪
い
句
も
あ
る
け
れ
ど
も
ど

　
の
句
を
讃
ん
で
み
て
も
芭
蕉
の
生
活
そ
の

　
も
の
で
あ
る
行
き
方
と
、
蕪
村
の
様
に
極

　
め
て
技
巧
の
勝
っ
湘
練
れ
た
純
藝
術
的
な

　
蕪
村
と
い
ふ
様
な
人
の
片
り
ん
も
う
か
ダ

斡
　
　
　
．

鴫o●

㎜
客
観
的
な
句
で
あ
る
が
作
品
の
上
か
ら
は

｝

ふ
こ
と
の
出
來
蹟
も
．
の
と
の
二
つ
の
行
き

．
方
が
あ
る
。
ど
れ
も
意
義
が
あ
る
と
思
ふ
一

が
私
は
藝
術
や
文
学
は
矢
張
り
自
己
の
表

現
で
あ
る
か
ら
、
芭
蕉
の
様
な
行
き
方
に

心
を
ひ
か
れ
る
、
勿
論
蕪
村
の
句
が
訂
己
■

表
現
で
な
い
と
い
ひ
き
る
の
で
も
な
し
、

◇
責
り
喰
ひ
の
調
度
の
こ
れ
り
冬
ご
も
り

◇
端
居
し
て
妻
子
を
避
ぐ
る
暑
さ
か
な

盆
ど
ば
ぶ
村
の
句
と
し
て
彼
れ
の
生
活
を

う
か
が
ひ
知
る
こ
と
の
出
來
る
も
の
で
あ

る
が
こ
れ
は
例
外
と
し
て
話
を
す
、
め
る

和
歌
に
し
て
も
自
分
の
生
活
を
挙
易
な
言

葉
で
表
現
し
た
、
石
川
た
く
木
の
句
な
ど

に
ど
の
位
若
い
人
が
心
を
惹
か
れ
た
で
あ

ら
う
、
私
も
近
頃
冬
ご
も
り
を
し
て
村
の

老
農
か
ら
藁
仕
事
な
ど
を
習
い
な
が
ら
よ

く
「
た
く
木
」
の

O
こ
、
ろ
よ
く
わ
れ
に
働
ぐ
仕
事
あ
れ
、

　
そ
れ
を
仕
あ
げ
て
死
な
ん
と
思
ふ
、

の
句
を
思
ひ
出
し
て
ほ
、
笑
ん
で
ゐ
る
こ

と
が
あ
る
。

大
分
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
毎
年
宮

中
で
行
は
れ
る
「
歌
会
初
」
の
御
儀
の
詠
進

者
の
中
に
今
年
は
盲
目
で
片
手
の
婬
岡
縣

，
田
中
長
三
氏
（
一
一
＝
一
）
と
い
ふ
人
が
入
選
し
て

ゐ
た
。
彼
は
昭
和
十
四
年
現
役
と
し
て
廣
島

師
團
に
入
営
し
昭
和
十
六
年
廣
東
附
近
で
敵

彊
の
た
め
に
両
眼
と
片
手
を
奪
れ
た
の
で
あ

っ
た
、
そ
し
て
韓
々
と
野
戦
病
院
を
わ
た
り

歩
き
槻
眼
の
希
望
を
托
し
て
九
段
の
河
本
眼

科
医
幌
に
入
院
前
後
四
十
五
回
の
手
術
を
し

た
が
其
の
甲
斐
な
く
途
に
失
明
し
て
し
ま
つ

た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
病
院
の
看
護
婦
に
江

子
さ
ん
と
い
ぷ
や
さ
し
い
女
が
あ
っ
た
が
田

中
氏
の
悲
蓮
に
同
情
し
彼
に
つ
き
添
っ
て
、

う
ま
す
、
た
ゆ
ま
す
親
身
及
ば
ぬ
看
護
を
つ

げ
ま
し
つ
買
け
た
、
そ
し
て
時
折
り
歌
集

　
二
人
作
り
て
み
た
力
し
た
、
F
こ
の
江
子
こ

そ
田
中
氏
の
愛
妻
江
子
そ
の
入
で
あ
る
。

郷
里
へ
か
へ
っ
て
、
僅
か
百
円
の
恩
給
と

　
千
円
の
生
活
援
護
費
を
受
け
た
が
こ
の
イ

．
二
人
で
耕
し
て
」
あ
み
物
や
日
雇
、
天
草

取
う
等
で
、
生
計
を
立
て
な
が
ら
－
．
二
人

　
と
も
和
歌
の
道
に
精
進
す
る
の
で
あ
つ
た

そ
し
て
去
る
一
丹
三
十
一
日
宮
中
御
歌
会

初
全
国
歎
万
の
詠
進
者
の
中
か
ら
十
六
人

　
の
一
人
と
し
て
選
に
入
つ
の
だ
。
　
　
・

　
O
春
の
聾
駕
光
み
な
ぎ
る
若
草
を
ま
さ
ぐ

　
　
る
わ
が
ま
ぶ
た
明
惹
く

失
明
し
て
か
ら
十
年
蝕
光
な
き
生
活
に
は

じ
め
て
の
訪
れ
た
光
あ
る
日
皇
太
后
陛
下

高
松
宮
妃
殿
下
な
ど
御
臨
席
の
方
々
は
目

　
が
し
ら
を
幾
度
も
阻
ぐ
は
れ
た
と
の
こ
と

　
で
あ
る
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
も
と
を

　
辞
し
て
控
室
に
蹄
つ
た
田
中
長
三
氏
は
愛

妻
江
子
さ
ん
（
二
六
）
と
相
擁
し
て
泣
い
た

，
O
留
守
た
の
め
ど
も
心
も
と
な
し
病
み
て

　
　
よ
り
夫
の
歩
み
あ
ぶ
な
げ
な
る
に
r
．

・
な
ゼ
は
江
子
の
近
詠
で
あ
ろ
。
日
露
職
孚

の
時
明
治
三
十
八
年
の
御
歌
会
初
に
陸
軍

上
等
兵
の
妻
で
埼
玉
縣
の
大
須
賀
松
枝
と

い
ふ
婦
人
が
矢
張
り
入
選
も
た
彼
女
の
歌

O
大
君
に
め
し
出
さ
れ
レ
わ
が
せ
こ
は
い

づ
こ
の
山
に
年
迎
ふ
ら
ん
　
と
い
ふ
の
で

あ
つ
た
こ
の
時
は
明
治
天
皇
御
断
席
の
も

と
に
儀
式
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
か
ら
四
十
数
．
午
私
は
子
供
の
自
分
で
あ

　
つ
た
が
こ
の
歌
が
ま
だ
膓
裡
を
去
ら
な
い

今
年
田
中
氏
の
新
聞
記
事
を
み
て
威
慨
深

い
も
の
が
あ
る
、
歌
も
矢
つ
張
紅
自
已
表

現
で
な
け
れ
ば
人
を
動
か
す
力
が
足
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
十
日
）

搾
舞
鴛
馨
解
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暇
塵
暑
喪
喝
■
伽
●
，
、
燗
脚
・
・

　
　
　
　
■
』
垂
邑
覧
』
自
2
誓
8
●
騨
竃
り
8
●
．
8
＝
o
質
霊
6
8
塁
顔
じ
■
里
置
臼
9

な
ど
を
買
つ
て
來
て
読
ん
で
き
か
せ
た
り
．
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
γ
茅
レ
何
の
役
に
も
た
、
す
四
畝
の
畑
を
㎞
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一
◆
旦
ゆ
一
●
■
■
厨
痢
薗
畔
●
』
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翅
や

農
業
講
座

「
』
甲
●
心
■
■
◆
塵
■
■
◎
層
◎
■
層
●
露
■
甲

　
　
，
温
床
の
作
り
，

村
山
幸
榮

方
・

　
　
　
曾
苗
床
¢
種
類
…
』
…
…
苗
床
に
は
袷
床
、
温
床
の
二
遽
鯵
あ

　
　
　
　
っ
て
温
床
に
は
温
源
に
よ
り
電
熱
温
床
、
醸
熱
温
床
等
が
あ
る

　
　
　
が
材
料
が
自
給
自
足
で
誰
で
噛
作
れ
る
の
は
醸
熱
温
床
で
す
。

　
　
　
こ
こ
で
は
之
に
つ
い
て
の
べ
ま
す
。

　
　
　
⇔
泥
床
育
苗
の
目
的
…
…
…
①
早
期
探
牧
に
よ
る
営
利
化
②
生

　
　
　
育
期
間
の
延
長
と
増
牧
③
畑
地
利
用
の
増
進
等
が
上
げ
む
れ
る

　
　
　
が
当
地
方
で
も
こ
れ
か
ら
は
モ
ッ
手
温
床
を
沢
山
作
つ
て
経
営

　
　
　
ど
経
濟
を
有
利
に
導
く
こ
之
が
必
要
で
す
。
■

　
　
　
．
胡
瓜
、
．
甘
藷
な
ど
が
温
床
で
播
か
れ
て
い
る
が
茄
子
に
例
を
と

　
　
　
っ
て
見
肌
ば
茄
子
一
畝
歩
作
る
に
嫁
畦
巾
三
尺
、
株
聞
二
尺
と

　
　
　
し
て
も
茄
子
苗
■
一
八
Q
本
要
る
だ
け
で
す
が
こ
れ
に
要
す
る
播

　
　
　
床
温
床
の
面
稜
は
石
油
箱
位
の
大
き
さ
で
足
り
る
の
で
あ
ゐ
が

　
　
　
実
際
は
発
熱
其
他
が
う
ま
べ
行
か
獅
い
の
で
七
r
八
○
本
位
欲

　
　
　
し
い
揚
合
で
も
一
坪
近
い
も
の
を
作
り
假
植
床
を
省
い
て
本
畑

　
　
　
へ
直
接
定
植
す
る
迄
こ
、
に
お
く
の
が
例
で
あ
る
。

　
　
　
、
こ
れ
で
ば
床
温
の
持
綾
き
が
出
來
す
又
假
植
の
機
会
が
な
い
の
，

　
　
．
・
で
植
痛
み
の
し
な
い
丈
夫
な
苗
は
出
来
な
い
び

　
　
　
種
子
は
大
量
を
必
要
と
す
る
こ
う
し
●
不
良
の
事
情
は
温
ト
3

　
　
　
を
共
同
で
伶
る
こ
と
に
ホ
っ
で
解
決
さ
れ
温
床
鴎
藝
を
発
蓮
ぎ
．

　
　
　
せ
ま
す
。
五
反
言
姓
の
近
代
的
発
展
の
爲
に
は
出
來
る
だ
け
多

　
　
　
く
砂
弗
同
化
が
要
請
さ
れ
乃
が
そ
の
中
で
為
温
ト
コ
の
共
同
設
、

　
　
　
置
は
最
も
や
ゆ
易
ぐ
効
果
の
多
い
噛
つ
で
す
。

　
　
　
⑳
播
床
と
假
植
凍
・
：
・
：
…
i
野
菓
風
藝
の
発
達
し
て
い
る
地
方

　
　
　
で
は
茄
子
、
胡
瓜
璽
ど
普
通
疏
同
位
假
植
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
昔
は
假
植
を
沢
山
行
っ
た
も
の
は
本
畑
に
定
植
し
九
際
植
痛
み

　
　
　
を
少
く
し
着
花
景
農
穫
藩
ま
考
え
巧
れ
て
い
た
が
曇

　
　
　
近
の
研
究
で
は
植
蒲
み
の
少
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
生
育
促
進

　
　
　
増
牧
と
い
う
こ
と
に
は
役
立
牝
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
．

　
　
　
す
。
，
実
が
播
休
か
略
本
畑
へ
定
植
と
い
う
の
は
①
泳
温
が
切
れ

　
　
　
る
。
②
苗
の
硬
化
作
用
が
出
來
な
い
点
か
ろ
あ
ら
た
め
な
け
れ

　
　
　
腰
な
ら
な
い
。
当
地
方
の
様
に
播
種
期
の
お
そ
い
所
で
も
一
，
ど

　
　
　
出
岡
の
假
植
は
必
要
で
す
。
播
床
か
ら
假
植
床
に
移
す
場
合
三

　
　
　
～
帽
倍
ト
コ
の
面
積
を
拡
く
し
な
い
と
同
じ
苗
籔
を
植
だ
ら
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。
、
第
二
回
の
假
植
ト
コ
に
移
す
場
合
も
面
積
を
拡
く
す
、

　
　
　
る
假
植
に
当
つ
て
は
親
床
の
床
湶
よ
り
之
か
坊
移
植
す
る
方
の

　
　
。
．
㊧
共
同
温
床
の
利
点
一
：
…
…
当
地
方
で
は
普
通
茄
子
、
玉
マ
ト
・

　
　
醐
，

ω
ξ
…
…
…
…
…
涯
…
…
…
…
…
…
…
婁
釜
…
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
－
…
…

聞
　
で

　
A

　
D

・
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、
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ほ
し
お
き
ロ
ロ
ら
ロ
む
ヨ
ロ
　
つ
ヨ
ほ
ロ
ピ
の
サ
ロ
ロ
む
レ
リ
ぬ
ロ
ロ
き
ロ
ロ
じ
の
き
り
ゆ
の
じ
ヨ
　
ロ
い
ロ
プ

床
濫
が
憾
い
と
活
着
が
悪
い
か
ら
幾
分
高
い
こ
と
が
大
切
で
す

、
何
れ
に
し
て
も
最
低
一
面
の
假
植
を
行
っ
て
か
む
定
植
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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鑑

　
　
◎
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
貯
藏
上
の
注
意

　
紙
襲
の
中
に
は
防
温
装
置
が
あ
り
ま
す
が
出
未
る
だ
け
乾
そ
う

　
し
た
場
所
に
置
く
様
に
し
小
分
し
た
傷
合
に
獄
早
く
溶
け
易
い

零
灘
け
て
も
流
出
し
な
い
様
に
適
当
な
客
秦
甕
）
管
い
れ

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
，

　
又
下
肥
に
混
ぜ
て
聡
く
こ
と
は
成
可
く
避
け
た
方
が
よ
い
が
入

　
れ
る
場
合
は
完
然
に
腐
熟
し
た
下
肥
で
な
い
と
成
分
を
損
失
し

．
ま
す
－
木
炭
、
生
石
灰
等
の
発
火
し
易
い
も
の
及
が
藥
品
等
と

共
に
貯
寵
し
て
置
く
と
発
火
爆
発
す
る
事
が
あ
る
か
ら
充
分
注

意
し
て
下
さ
い
。
軍
独
で
は
特
に
高
温
（
撮
氏
二
〇
〇
度
以
上
）

　
の
所
に
置
か
な
け
れ
ば
危
瞼
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
◇
他
の
肥
料
と
、
の
關
係
’

吸
温
性
か
高
い
の
で
他
の
肥
料
と
の
配
合
に
は
成
分
の
損
失
を

來
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
5
秀
分
注
慧
し
て
下
さ
い
例
へ
ば
堆
肥

、
厩
肥
、
石
灰
窒
素
、
過
燐
酸
石
友
、
石
次
草
木
茨
等
ア
ル
カ

リ
性
肥
料
と
の
併
用
は
い
け
ま
ぜ
ん

　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

　
　
ノ
　
　
ド
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

収
シ
ヒ
タ
ケ
の
探
取
及
乾
燥
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
校
　
　
万
勿
卓
司

農
協
組
の
努
力
に
ょ
つ
て
各
方
面
に
播
種
さ
れ
て
い
た
椎
茸
も

近
ぐ
春
子
が
発
生
す
る
時
期
に
な
つ
そ
来
た
。
、

之
が
探
種
及
が
乾
燥
法
に
つ
い
で
は
当
事
者
よ
り
注
意
が
あ
っ

た
事
と
思
わ
れ
る
が
、
全
般
に
璽
層
盆
底
を
期
し
3
の

で
此
の
事
に
づ
い
て
鮪
軍
に
申
上
研
た
い
。
．

　
　
8
柵
（
ほ
だ
）
起
し
に
つ
い
て

今
迄
の
寝
せ
込
み
期
間
獄
滋
度
が
あ
ま
の
高
過
ぎ
て
は
か
え
つ

て
雑
菌
が
繁
殖
し
て
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
愈
々
椎
茸
が

発
生
す
乃
場
合
に
は
多
量
の
滋
氣
が
必
要
で
あ
る
。
充
分
に
菌

糸
の
発
育
し
た
栂
木
は
皮
の
噸
部
を
剥
ぎ
取
っ
て
見
る
と
多
少

粘
氣
が
あ
っ
て
、
皮
部
と
幹
が
よ
く
密
着
し
て
い
て
、
又
そ
の

皮
を
嗅
い
で
み
る
と
婁
讐
の
査
が
あ
る
．
こ
の
墜
総

．
木
を
山
林
内
な
ら
ば
谷
澗
ど
か
、
宅
地
内
な
ら
ば
植
込
み
の
下

と
か
、
そ
の
他
漁
氣
の
多
い
場
所
に
地
上
三
尺
位
の
高
さ
の
横

木
を
設
け
、
之
に
元
口
を
土
に
末
口
を
下
に
し
て
両
側
か
ら
立

ー
…
…
…
ー
…
ー
…
…
4
…
ー
i
…
…
…
ー
i
ー
凄
ー
…
萎
…
ー
…
－
ー
…
§
蟹
…
婁
…
…
2
…
…
…
ー
…
…
…
…
量
…
…
…
…
…
ー
ー
曇
…
奎
…
…
垂
3
…
署
…
…
…
…
…
・

　ハ

．
て
か
け
て
お
く
。
萬
全
を
期
し
た
い
な
ら
ば

　
成
る
可
く
清
潔
な
水
に
一
ー
二
書
夜
浸
け
て

｛
　
荷
切
り
口
を
玄
能
か
槌
で
二
三
同
強
打
し
て

　
菌
※
に
刺
激
を
與
え
る
と
よ
い
。
月
中
高
温

　
に
奪
り
乾
燥
の
心
配
の
あ
る
時
は
一
日
一
回

　
如
露
で
水
を
か
け
る
。
こ
う
し
て
お
く
と
小

　
さ
な
茸
が
先
づ
皮
を
破
っ
て
漸
次
発
生
し
て
｝

　
束
る
。

　
　
　
⇔
探
種
に
つ
い
て

　
る
と
後
の
発
生
量
が
減
す
る
か
ら
、
・
シ
ィ
タ

　
ケ
の
柄
を
持
つ
て
廻
す
よ
う
に
し
て
丁
寧
に

　
も
ぎ
と
る
か
、
ナ
イ
フ
で
切
り
と
り
、
此
の

　
時
笠
に
も
傷
を
つ
け
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ

　
る
。
探
取
し
た
も
の
を
積
み
重
ね
て
お
く
と

　
ハ
ッ
コ
ウ
し
て
晶
質
が
悪
化
す
る
か
ら
籏
げ

　
て
お
く
。

　
　
　
目
乾
燥
に
つ
い
て
・

　
乾
燥
し
て
販
費
し
よ
う
と
思
え
ば
品
質
の
よ

　
い
も
の
を
造
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
ー
シ
イ
タ
ゲ

　
は
低
温
で
発
生
し
た
多
肉
質
の
も
の
が
良
く

　
蓋
が
五
六
分
開
い
た
も
分
が
最
上
で
あ
る
。

　
冬
茄
（
ト
ン
コ
）
と
云
う
砂
は
之
で
あ
る
。
普

　
通
品
は
蓋
が
開
い
て
縁
が
僅
か
に
内
方
に
巻

　
き
込
ん
だ
程
度
の
も
の
を
標
準
と
す
る
。
晴

　
天
の
朝
に
探
取
を
行
い
、
直
ち
に
且
光
に
あ

　
て
て
乾
燥
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
方
法
は
莚
琶

　
　
　
　
メ

　
敷
き
そ
の
上
．
に
蓋
の
表
を
上
に
し
て
嚇
つ
づ

　
つ
籏
げ
る
σ
二
三
日
で
大
体
乾
燥
す
る
。

，
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
辱
乾
燥
場
が
無
け
れ
ば

細
い
竹
串
を
抽
で
拭
っ
で
こ
れ
に
茸
の
柄
を

　
さ
し
て
燈
の
周
囲
に
吊
し
て
何
同
も
内
外
を

返
し
ぶ
ら
よ
く
乾
か
す
の
で
あ
る
．
品
蟹

、
の
そ
ろ
っ
た
良
い
も
の
を
大
量
に
処
理
し
ホ

■
う
と
思
え
ば
乾
燥
工
場
を
設
げ
る
，
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
乾
燥
0
終
っ
た
シ
イ
タ
ケ
は
独

ヒ
ダ
面
が
黄
色
を
呈
む
、
形
は
大
き
く
、
董

い
な
，
い
も
の
が
良
品
で
あ
る
。
乾
燥
し
た
な
｝

　
椎
茸
を
探
種
す
る
揚
合
に
柵
木
に
傷
を
つ
け
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
し
か
し
雨
天
の
績
く
と
き
絃
火
力
乾
燥
を
し
、

特
の
香
氣
を
持
ち
、
募
表
面
薬
色
で
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

が
短
く
細
い
も
の
で
、
葺
の
笠
が
反
轄
し
て
一

ら
ば
直
ぢ
に
罐
の
中
に
保
存
し
灘
氣
の
吸
牧

や
香
氣
の
悪
礎
を
防
ぐ
こ
と
も
必
要
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
厘
壽
盈
童
盈
垂
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零
，
＝
簑
．
鐘
5
．
窪
り
o
ひ
2
，
監
§
書
9

　
　
　
O
　
　
、

　
産
見
制
限
の
世
の
中
に

　
入
工
授
精
で
生
れ
尭
お
嬢
さ
ん

　
　
　
　
　
こ
れ
は
松
代
村
の
和
牛

…
本
村
に
昨
年
三
月
縣
立
松
代
人
工
授
精
所
が

開
設
さ
れ
て
か
ら
約
｝
年
近
く
に
な
る
。

処
が
三
月
ひ
な
祭
に
い
う
の
に
大
字
太
李
市

川
新
十
郎
さ
ん
及
千
年
武
田
十
九
八
さ
ん
の

家
に
夫
々
元
氣
な
午
の
お
嬢
さ
ん
が
生
れ
だ

村
の
話
題
を
賑
や
わ
し
て
ゐ
る
¢

去
る
十
日
小
野
島
技
師
語
る
コ

　
，
『
人
工
授
精
は
當
地
で
は
始
め
で
の
試
み
で

あ
っ
た
の
で
こ
の
普
及
に
は
　
、
年
問
並
々
な

ら
ぬ
苦
勢
を
レ
ま
し
た
二
月
か
ら
本
交
の
仔

牛
が
生
れ
』
既
に
十
数
頭
で
す
が
大
部
分
は
雄

’
牛
で
す
。
処
が
今
月
入
っ
て
漸
く
人
工
援
精

で
今
迄
に
二
頭
生
れ
た
の
で
す
が
何
れ
も
雌

牛
で
幸
先
も
良
く
誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で
す
り

受
胎
傘
も
從
來
の
本
交
に
比
べ
る
と
非
常
に

・
よ
く
昨
年
既
に
百
頭
に
及
ぷ
人
工
授
精
を
行

ひ
ま
し
た
の
で
こ
の
あ
と
引
綴
い
て
生
れ
出

る
訳
で
す
か
ち
全
く
樂
し
み
で
す
。

殊
に
最
近
蕃
殖
障
害
と
な
る
色
々
な
傳
染
病
．

が
多
く
て
、
さ
わ
が
れ
て
い
る
折
柄
傳
染
病

に
罹
る
危
瞼
も
な
く
又
ど
ん
な
遠
く
で
も
出

張
出
来
ま
す
か
ら
大
愛
便
利
な
訳
で
す
。

廿
五
年
度
に
は
本
所
の
施
設
を
完
備
す
べ
く

縣
當
局
に
於
て
も
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て

郡
東
部
五
ケ
村
の
人
工
授
精
所
と
し
て
有
畜

農
家
の
皆
様
に
出
來
る
だ
け
の
サ
ー
ピ
ス
を

し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。
』

と
此
処
ま
で
話
さ
れ
て
ゐ
る
時
事
務
所
か
ら

電
話
の
ペ
ル
が
鳴
り
次
の
榛
な
豚
の
人
工
授

精
の
第
一
報
が
舞
ひ
込
ん
で
來
た
。
縣
下
に

先
端
を
切
今
て
松
代
人
工
授
精
展
で
豚
の
人

工
授
精
に
成
功
し
た
こ
と
は
既
に
先
般
本
紙

で
報
じ
た
処
で
あ
る
が
電
話
の
要
旨
は
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